
ありがとう大洲幼稚園
～107年の歴史に幕を閉じる～

　

大
洲
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画
に
基
づ

き
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
統
合
・
再
編
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
洲
幼
稚
園
は
大
洲
保

育
所
と
肱
南
保
育
所
を
統
合
し
て
令
和
３
年
度
か

ら
大
洲
こ
ど
も
園
と
し
て
再
編
し
、
令
和
２
年
度

末
を
も
っ
て
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

園
庭
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
は
、
多
く
の
園
児
た
ち

の
成
長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

肱
川
幼
稚
園
は
、
肱
川
保
育
所
と
統

合
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
肱
川
こ
ど
も

園
と
な
る
た
め
、
令
和
２
年
度
末
を
も

っ
て
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ありがとう大洲幼稚園
～107年の歴史に幕を閉じる～

　

私
に
と
っ

て
大
洲
幼
稚

園
は
、
幼
稚

園
教
諭
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
場
所
で
も
あ

り
、
閉
園
と
い
う
歴
史
を
閉
じ

る
年
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た

特
別
な
幼
稚
園
で
す
。
1
0
7

年
と
い
う
長
き
に
亘
り
、
地
域

の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
幼

稚
園
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

4
月
か
ら
「
大
洲
こ
ど
も

園
」
と
し
て
出
発
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
洲
幼
稚
園　

園
長

中
野
　
裕ひ
ろ

子こ

さ
ん

平成31年度最後の入園者の 1 人北田明
あき

久
ひさ

さん

（特集1）

大正 3 年　大禅寺において開園
　　 5 年　大洲尋常高等小学校舎に移る
　　 8 年　大洲町幼稚園の許可を受ける
　　12年　新園舎設立（南校舎南側）
昭和17年　新園舎設立（現在地）
　　29年　 大洲市立大洲幼稚園となる
平成元年　園舎落成（現在の園舎）
令和 3 年　 大洲幼稚園107年の歴史に幕を閉じる

大洲幼稚園107年の歩み

ありがとう肱川幼稚園
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地域の活性化・再生に向けて
～大洲市地域おこし協力隊～

　令和 3 年 1 月に退任した元地域おこし協力隊員の中野芳
よ し

将
ま さ

さんは肱川地域を中心に新たな地域資源や
既存資源を活用した特産品や加工品の開発、製造など地域活性化活動を行いました。今回、中野さんの
約 3 年間の活動、退任後の取り組みを紹介します。

【
活
動
内
容
】

　

肱
川
地
域
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
私
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
地
域
活
性
化
団
体
「
肱
川
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
協
同
し
新
た
な
地
域
資
源

や
既
存
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
や
加

工
品
の
開
発
、
製
造
で
し
た
。

　

肱
川
地
域
は
有
名
な
特
産
品
（
土
産

品
）
が
少
な
く
、
贈
答
品
や
手
土
産
品

の
選
択
肢
が
あ
ま
り
な
い
状
況
で
し

た
。
そ
こ
で
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

し
い
特
産
品
（
土
産
品
）
を
開
発
す
る

た
め
「
肱
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
共
同

で
肱
川
産
ト
マ
ト

を
使
用
し
た
「
肱

川
ト
マ
ト
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
」
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
い
世

代
の
人
た
ち
が
就

農
を
考
え
た
と
き

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
れ
る
よ
う
に
、

原
木
シ
イ
タ
ケ
農
家
と
し
て
起
業
す
る

準
備
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
肱
川

地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
や
市
外
に
肱
川
地
域
を
Ｐ
Ｒ

す
る
冊
子
「
ヒ
ジ
カ
ワ
グ
ラ
フ
」
の
作

成
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
後
の
移

動
式
コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致
な
ど
の
復
興
支

援
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

【
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
】

　

ま
ず
感
じ
た
の
は
地
域
住
民
の
人
柄

の
良
さ
で
す
。
そ
し
て
、
大
切
な
こ
と

は
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
こ
と
。

　

肱
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
共
同
活

動
、
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
、
原
木
シ

イ
タ
ケ
農
家
と
し
て
の
活
動
、
そ
し
て

災
害
時
の
活
動
な
ど
、
全
て
に
お
い
て

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
ア

ド
バ
イ
ス
や
協
力
、
そ
し
て
共
に
活
動

す
る
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
３
年
間

活
動
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
退
任
後
の
取
り
組
み
】

　

引
き
続
き
、

原
木
シ
イ
タ
ケ

農
家
と
し
て
活

動
し
て
い
き
ま

す
。

　

多
種
多
様
な

仕
事
が
選
ば
れ

る
時
代
に
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
職
業
に
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、
先
人
た
ち
の
知
恵
や
経

験
を
引
き
継
ぎ
、
自
分
自
身
が
楽
し
み

な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
原
木
シ
イ
タ
ケ
作

り
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
】

　

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
進
行
が
著
し

い
地
方
に
お
い
て
都
市
住
民
を
受
け
入

れ
、
農
林
漁
業
の
応
援
や
住
民
の
生
活
支

援
な
ど
各
種
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
な

が
ら
、
受
け
入
れ
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
制
度
で
す
。

活
動
地
域
：
肱
川
地
域

就
任
期
間
：
平
成
30
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　

令
和
３
年
１
月
ま
で

中
野　

芳よ
し

将ま
さ 

さ
ん
（42）

（特集2）
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高齢者叙勲

三　好　一
かず

　男
お

 さん
（肱川町大谷）

元肱川町議会議員

岩　田　清
きよ

　茂
しげ

 さん
（肱川町山鳥坂）
元肱川町議会議員

　三好さんは、長年にわたり地方自治に
ご尽力されたご功績により、このたび

「旭日単光章」を受章されました。

　岩田さんは、長年にわたり地方自治に
ご尽力されたご功績により、このたび

「旭日単光章」を受章されました。

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章
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文化財
今
こん

坊
ぼう

のイブキ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　この木は、伊予灘に面した
今坊地区橋立の客神社参道
脇に位置しています。ねじれたような樹幹から、
10本ほどの大枝が張り出し、樹形よく生長して
いるのが特徴です。樹齢は約600年を数え、樹高
は約20mになります。
　イブキは公園や社寺などによく植栽されるほ
か、観賞用としても好まれ、「シンパク（真柏）」
や「ミヤマビャクシン」、「カイヅカイブキ」など、
多くの変種があります。
　市内有数の古木であり、また、樹齢や大きさ
は県指定天然記念物「西

さ い

禅
ぜ ん

寺
じ

のビャクシン」（手
成）に並ぶほどであるため、貴重な 1 本といえ
ます。
 （平成元年 8 月30日指定）

野　鳥
クロガモ（黒鴨）
カモ目　カモ科
全長48㎝　翼開長88㎝

　冬季に伊予灘にやってくる、独特の特徴を持つ
海ガモの仲間です。沖合に居て近くで見ることは
稀
まれ

ですが、海が荒れる時には沿岸で出会うことも
あります。潜水が得意で群れて貝などを食べます
が、他のカモと競合しないために食性をより分け
て共存しています。自然界の野鳥は特に、飛ぶた
めに身の丈以上の摂取はせず、ギリギリのところ
で生きています。人間社会とは違って、身内だけ、
都合の良い仲間だけが繁栄することもなく、世界
中のあらゆるところで、その地の条件に適応して、
命がけで未来に命を繋いでいることには感動すら
覚えます。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

シリーズ

おおずニュースおおずニュース
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シリーズ
VOL.4  日出町編

　愛媛・大分両県の自治体同士でお互
いの地域の魅力を紹介し合う取り組み
を行っています。豊予海峡を挟んだ海
の向こうに目を向けてみましょう。


